






























































た。その結果、Ⅰは 18項目で、Ⅱは 16項目で 0.25%





「書くスキル」が 5 種類、「まとめるスキル」が 4
種類、「表現するスキル」「伝えるスキル」が 2種類、
「考えるスキル」が 1種類の実習において 0.63%水準
の有意差がみられた（有意水準は 5%の 1/8）。 
 
Ⅳ 考察 
本学の学生は、入門ゼミナールⅠ・Ⅱに対して相当
程度の役立ち感を認識している。しかしながら、習得
意識が最も低い「読むスキル」については、実習の種
類によってその重要性の認識が異なっていた。本学の
学生においては、スタディ・スキルとしての「読むこ
と」の重要性が実習との対応において認識しづらい状
況にあることが示唆された。 
 
Ⅴ 結論 
専門職の養成課程において、学生は思考・判断・表
現力や技能の習得に意識が向かいがちになる。しかし
ながら、実習先において資料等を的確に読み解くため
の「読むスキル」の伸長をリーディング習慣の形成も
含めて指導していくことが、専門職養成系大学の初年
次教育には求められる。 
 
注 4年生のみを対象とした調査結果と考察は、佐藤貴洋・
海老田大五朗・岩﨑保之・原田留美．大学初年次における
スタディ・スキル養成科目の展開－看護・福祉・保育・心
理を学ぶ学生のために－．新潟市:ウエストン;2013、にお
いて既発表である。 
